部局長とＰＴの議論資料　
【事務事業、出資法人、公の施設】
	項目名
	北大阪・彩都のライフサイエンス推進事業

	部局の考え方


	■基本的な考え方
北大阪を世界トップクラスのバイオクラスターに発展させるため、

戦略の立案・目標設定を行う機能と、ワンストップ窓口としての機能を
あわせ持つ「ヘッドクオーター（司令塔）体制」を整える。
⇒大阪の産・学・官が結集し、ライフサイエンスに取り組むメッセージを発信

　　〔部予算要求予定額：約４０，０００千円（事業費）〕










	参考データ等
	【これまでの取り組みの成果】

　○　知的クラスター創成事業（平成14年度～18年度）

　　　　ベンチャー企業創出：4社（他４社設立見込み）

　　　　企業への技術移転：13件

　　　　特許出願：国内特許40件、国際特許13件

　○　バイオビジネスコンペＪＡＰＡＮ（平成12年度～）

　　　　応募件数：毎年平均50件程度

　　　　年度応募者のバイオベンチャー設立数：計38社
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●オール大阪の戦略の合意形成と


　対外アピールの強化





大阪バイオ戦略推進会議（仮称）


 産学官トップ


 で構成








大阪バイオ


応援団(仮称)





産学の第一線の若手実務者





●戦略案の検討・策定等


●ワンストップ窓口機能の整備


　(国内外のﾍﾞﾝﾁｬｰ、製薬企業、


　　研究者等への支援)


　⇒大阪の魅力を内外へ直接発信





バイオ国際都市　“OSAKA”へ！





事務局の活動に対する実務的な


助言・協力





大局的に


審議、


ｵｰｿﾗｲｽﾞ





バイオ・ライフサイエンス分野における経済発展の好循環モデルを確立





難病克服など、生命・健康を守る


Quality of Life の向上








●世界水準の創薬環境を“OSAKA”に！


例）


・医薬品・医療機器総合機構大阪事務所の設置


　　⇒　施設審査の迅速化・効率化


・研究ラボ設置


　　⇒　産学官連携促進、ベンチャー成長支援


・国際研究ネットワークの構築


　　⇒　国際治験や海外との共同研究を推進





●世界最先端の医療を“OSAKA”に！


例）


・革新的医薬品・医療機器の開発を促進


　　⇒　先進治療の実現


　　　　（難病克服、がん撲滅への挑戦）





■ヘッドクオーター体制とその役割
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